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研究の背景・目的 
海岸保全施設の多くは昭和 40 年代までに建設されたものであり、経年劣化や損傷により機

能低下が進行しています。これらの施設の機能向上や維持管理のため、ライフサイクルマネ

ジメント（LCM）の導入が注目されています。そのため、ライフサイクルコスト（LCC）の最適化に

向けて、海岸施設の劣化・変状原因とその対策工法の関係を整理し、施設の健全度に応じた

適切な対策工法の選定手法の確立を目的としました。 

 

研究成果 
１． 海岸施設の変状連鎖に基づく健全度ランクを施設の部位ごとに整理し、適切と考えられる対

策工法と関連づけて一覧表（対策工法選定シート）を作成しました。 

２． 富山県滑川漁港海岸の既設コンクリート護岸（昭和30年代中頃建造）において健全度評価を

実施し、作成した対策工法選定シートの選定プロセスの検証を行いました。その結果、事前

に整理した対策工法と一致し、作成した選定手法の有効性が確認されました。 

 

波及効果 
作成した対策工法選定シート（波返工）を活用することにより、事前の検討段階において、

「変状の状況に応じた詳細調査項目」と「特定した変状要因とそれに対応した対策工法」を明確

化（対応手順と対応表の作成による対策工法選定手法の提案）にすることができ、効率的な対

策工法の選定が可能になります。今後、対象構造物や工種を追加整理していくことにより海岸

保全施設の LCM の導入の促進に資することができます。 
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